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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
固
定
買
取

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
太
陽
光
発
電

所
が
各
地
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は

企
業
に
よ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
＝
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト

以
上
で
す
が
、
市
民
に
よ
る
取
り
組
み
も
活

発
で
、
足
温
ネ
ッ
ト
も
２
つ
の
発
電
所
を
建
設

し
ま
し
た
。
と
、
こ
こ
で
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
「
市
民
が
な
ぜ
発
電
す
る
の
か
」

と
い
う
問
い
で
す
。 

 
 

ド
イ
ツ
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

の
多
く
を
地
域
・市
民
が
所
有
し
て
い
ま
す
が

世
界
風
力
発
電
協
会
で
は
、
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
パ
ワ
ー
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
義
し
て

い
る
そ
う
で
す
。 

  

①
地
域
で
所
有
さ
れ
て
い
る
こ
と 

  

②
地
域
の
人
々
が
意
志
決
定
し
て
い
る
こ
と 

  

③
利
潤
が
地
域
に
分
配
さ
れ
る
こ
と 

で
は
、
日
本
の
電
力
事
業
に
つ
い
て
、
こ
の
定
義

か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 

日
本
で
は
、
地
方
ご
と
に
発
送
配
電
を
独

占
す
る
電
力
会
社
が
設
備
を
所
有
し
、
そ
こ

に
投
資
す
る
金
融
機
関
や
保
険
会
社
、
自
治

体
と
い
っ
た
株
主
に
よ
っ
て
意
志
決
定
さ
れ
、

国
民
か
ら
吸
い
上
げ
た
十
数
兆
円
に
お
よ
ぶ

莫
大
な
電
力
料
金
収
入
を
大
規
模
発
電
所

に
費
や
し
、
そ
の
利
潤
を
株
主
、
電
源
立
地

自
治
体
に
分
配
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
政
府

は
電
力
料
金
に
課
税
し
た
税
収
を
様
々
な
補

助
金
と
し
て
電
力
会
社
に
配
っ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
莫
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
方
が
都
合
が

良
い
の
で
す
。 

 
 

こ
の
こ
と
は
、
電
力
事
業
は
単
な
る
発
電
で

は
な
く
、
税
金
と
同
じ
富
の
再
分
配
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地

域
や
市
民
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
参
加
で
き

ず
、
電
力
会
社
の
株
主
に
な
っ
て
方
針
転
換

を
求
め
た
と
し
て
も
金
融
機
関
や
保
険
会
社

と
い
っ
た
大
株
主
に
否
決
さ
れ
ま
す
。
市
民

は
料
金
を
支
払
う
だ
け
の
存
在
で
、
地
域
か

ら
は
富
が
流
れ
出
て
い
き
経
済
的
に
疲
弊
す

る
ば
か
り
で
し
た
。 

 
 

し
か
し
、
３
・
11
以
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る

中
で
、
地
域
や
市
民
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
れ
ぱ
地
域
で
富
を
循
環
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
事
に
気
づ
き
ま
す
。
岐
阜

県
の
山
間
部
に
あ
る
集
落
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
小

水
力
発
電
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
彼
ら

が
発
電
事
業
に
取
り
組
も
う
と
考
え
た
き

か
っ
け
は
、
「
電
力
料
金
の
た
め
に
毎
年
１
千

万
円
以
上
が
集
落
か
ら
流
出
し
て
い
る
。
地

域
で
発
電
す
れ
ぱ
、
富
の
流
出
に
歯
止
め
を

か
け
ら
れ
る
」と
考
え
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
各
地
で
市
民
発
電
事
業
に
取
り
組

む
主
体
を
見
る
と
、
地
域
に
住
む
市
民
た
ち

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
組
合
、
合
同
会
社
を
作
っ
て

意
志
決
定
を
行
い
、
設
備
を
建
設
し
、
売
電

収
入
か
ら
得
ら
れ
た
利
潤
を
出
資
し
て
く
れ

た
地
域
の
人
々
に
分
配
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
主
体
の
特
徴
は
、
株
式
会
社
の

よ
う
に
資
本
＝
株
式
の
多
寡
で
発
言
権
が
決

ま
る
の
で
は
な
く
、
一
人
一
票
で
民
主
的
に

運
営
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の
移
行
は
、
単
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
心
安
全
な
も
の
に
変
え
る

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
来
型
の
中
央
集

権
的
な
富
の
再
分
配
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を

求
め
る
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
地
域
の

自
治
を
求
め
る
動
き
そ
の
も
の
な
の
だ
と
、
私

は
思
い
ま
す
。 

●
事
務
局
長
・山
崎
求
博 

８ 青梅市で小水力発電プロジェクト  

が始動！／新刊のご紹介／活動日

誌 

７ 環境・エネルギー８行ニュース 

６ 北杜市ソーラー発電ツアー 
運営委員･山田がく  

２ エネルギーを市民･地域に取り戻

そう！～市民・地域共同発電所全国

フォーラム2013 
事務局長･山﨑求博＋代表･奈良由貴  

１ 巻頭言 

市民は､なぜ「発電」するのか？ 
事務局長･山﨑求博 

●もくじ● 

５ えどがわ市民発電プロジェクト 

｢えど･そら｣だより 
理事･柳澤一郎  

足温ネットの廸殷した｢えど･そら2号機｣は､単なる 

発雪所ではなく、エネルギー自治実蝕の場です。 

足温ネット・ニュースレター 
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足元から地球温暖化を考える市民ネットえどがわニュースレター『あしもと通信』Vol.73 2013.10 

 ９月23日に、多摩地域で小水力発電に取り組む「青梅
小水力発電プロジェクト」の活動について学ぶ機会があ 
り、青梅市に行ってきました。 
 数年前に立ち上がったプロジェクトの原動力は、発電
用水車を開発した有限会社町田鉄工所代表の町田隆さん
です。自らを「鉄と戯れている鉄工所のおっさん」と称
する町田さんは、東日本大震災の津波が起こした引き波
の力を目の当たりにして、この力をエネルギーにしたい
と考え、数年前に、発電用水車を作りました。何と１日
で設計し、20日で製作したそうです。 
 近くの川で実験できる場所を探しましたが、水利権な
ど制約が厳しく、―度は諦めました。しかし、青梅市の
環境展への出晨を通じて、プロジェクトにしようという
話が持ち上がり、今年７月に奥多摩の方へ出かけたとこ
ろ、鳩ノ巣にある沢で水車が回っている家があり、実際
に回してみれば進むと思い設置、９月には近くの公園に
2号機を設置しました。 
 車で案内された公園は市民の手による手作り公園で、
中を流れる西川から取水して水車を回しています。 
 この水車は全長３．５メートル、10枚の羽が「らせん
型」になっていて、下半分には樋が取りつけられていま
す。樋とローターの間は隙間が無く、水が止まれば水は
せき止められて出てこない構造になっています。１分間
に25回転しながら、1m四方の取水□から出てくる水な

ら１分間に125トンの水の流れを受け止め、その勢いか
ら発電します。落差がなくても発電でき、最大出力は１
キロワットあります。 
 稼働する様子を見ていると、ローターが回転する姿は
非常にスタイリッシュで、オブジエとしても十分通用す
ると感じました。発電出力も高く、これを２台つなげれ
ば家庭１世帯分の電力をまかなうこともでき、非常に可
能性を感じさせます。 
 町田さんはこう言います。「原発は素晴らしい技術だ
が、放射能が出るから脱原発の立場だ。人間と同じで制
御できない」と。さらなる進化に期待です。 

 

新刊の 

ご紹介 

青梅で小水力発電プロジェクトが始動！  

07.06 高木基金研究発表会に出席 

07.10 えど･そら2号機が発電を開始 

07.11 地域生活研究所研究会｢ドイツの協同組合法とエネ 

    ルギー協同組合｣に出席 

07.13 山梨ソーラー発電ツアーに参加 

07.17 第4回運営委員会 

07.18 地域生活研究所･公開研究会｢消費者による主体的 

    な電力選択の可能性について｣に出講 

08.16 夏の板取ツアーに参加(～19) 

08.24 高校生からの取材に対応 

09.03 映画｢わたされたバトン｣上映実行委員会に出席 

09.05 ｢全国市民電力達絡会(仮称)｣準備会に参加 

09.06 生活クラプ生協学習会｢電カシステム改革と電力行 

    政の現状と課題｣に出席 

09.08 おがわまち自然エネルギーファーム勉強会に出講 

09.11 疑似私募債研究会ミーティングに出席 

09.18 第５回運営委員会 

09.19 上映会｢逃げ遅れる人々～東日本大震災と障害者｣ 

    に参加 

09.21 ｢市民･地域共同発電所全国フォーラム2013｣(京都 

    市)に参加.分科会に出講 

09.23 青梅小水力発電プロジェクト見学会に参加 

09.28 シンポ｢千葉から広がる自然エネルギー｣に出席 

 足温ネット活動日誌 寺西俊一･石田佃隆･山下英俊 
ドイツに学ぶ地域からのエネルギー転換 
～再生可能エネルギーと地域の自立 
四六判/205ページ/1,800円十税 

  日本と同じ保守政権下で脱原発

を決めたドイツ｡再生可能エネル

ギーが電力の20％を占めるまでに

なった｢エネルギーシフト｣が誰に

よって支えられているかが見えてく

るー冊です。 

 その特徴は､地域外の大企業に

依存しない｢地域からのエネルギー

転換｣にあります｡その担い手は､住

民によるエネルギー協同組合､必

要な資金供給を行う農協系銀行な

ど地域金融機関です。 

 日本でも､ご当地電力といった地

域発の動きが活発化していますが､

エネルギーシフトに向けて何が必

要なのかを考える有力なヒントを与

えてくれます。 

町
田
さ
ん
の
開
発
し
た
ら
せ
ん
型
水
車 
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●日本生協達が電力小売事業参入を検討 
（2013.7.2サンケイビズ） 

 国内最大の消費者団体である日本生活協同組 

合連合会（日本生協連、組合員約2､700万人） 

が、電力小売り事業参入を検討していることが 

１日分かった。参入に向けた新会社設立も検討 

する。脱原発依存を目指し、再生可能エネル 

ギーによる組合員への電力供給に乗り出す。当 

面は太陽光発電を推進し、生協の店舗間などで 

電力融通を始めたい考え。 
  

●毎時5マイクロシーベルトで緊急事態宣言 
（2013.7.4東京新聞） 

 原子力規制委員会は３日、原発で大事故が起 

きる恐れがある際に首相が出す「原子力緊急事 

態宣言」の判断基準について現行の100倍厳 

しくする改正案を発表した。現在、原発の敷地 

境界で測定される放射線里が毎時500マイクロ

シーベルトの蕩合、首相は同宣言を出すことに

なっているが、毎時5マイクロシーベルトに 

厳格化する。 
  

●電力網に大容量蓄電池 
（2013.7.5日経新聞） 

 北海道電力が再生可能エネルギーの導入拡大 

に向け、大容量蓄電池を溥入することが分かっ 

た。住友電気工業が開発し、2015年にも電力 

網につないで稼働させる。太陽光発電などを大 

量導入すると電力網の電圧などが不安定になる 

のを蓄電池の充放電で防ぐ。電力会社が大容里 

蓄電池を本格溥入する初の事例になり、再生工 

ネ普及の弾みになりそうだ。 
  

●LED普及費用をファンドで募る 
（2013.7.10福井新聞） 

 福井市内の店舗やオフィスでＬＥＤ照明を菖 

及させるため、同市のＮＰＯがこの秋、市民 

ファンド「市民共同節電所」を設立する。出資 

金を広く募り、ＬＥＤの取付費用を肩代わりす 

る。市民出潟者は配当金を手にでき、店舗やオ 

フィスは高額な初期費用を心配せずに電力料金 

を減らせるメリットがある。ＪＲ福井駅周辺か 

ら展開し、市全域への波及を目指す。 
  

●原発の安全性高める民間組織を検討 
（2013.7.17日経新聞） 

 経済産業省は17日、原子力発電所の安全性 

を高める民間新組織の設立を検討する初会合を 

開いた。原発再稼働をにらみ、電力会社や原発 

メーカーに安全対策の強化を促す。原子力規制 

委員会や立地自治体と情報共有を深めるほか、 

海外の安全対策も積極的に溥入する。東京、関 

西、中部の３電力、三菱重工業や東芝など原発 

関連企業も参加した。 
  

●原発､福島の不幸でやめられない 
（2013.7.24しんぷん赤旗） 

 自民党の細田博之幹事長代行が22日夜、BS 

フジの番組で、「福島の不幸で原発をやめるの 

は、耐えがたい苦痛を将来の日本国民に与え 

る」などと発言し、東京電力福島第1原発事故 

を軽視して再稼働を進める考えを示した。細田 

氏は中国電力島根原発を抱える島根県選出議員 

で、原発再稼働を目指す自民党の「電力安定供 

給推進議連」の会長。 

●再生可能エネルギー導入目標設定を 
（2013.7.25日経新聞） 

 全国の政令指定都市が連携し、自然エネル 

ギーの普及を目指す「指定都市自然エネルギー 

協議会」（会長＝門川･京都市長）は24日、東 

京都内で総会を開いた。政府が2013年中をめ 

どに策定中の新たなエネルギー基本計画に、自 

然エネの導入目標を明記するよう求める緊急政 

策提言をまとめ、経済産業省に提出した。送配 

電網を強化することなども求めた。 
  

●バイナリー発電､調査ヘ 
（2013.7.27読売新聞＝秋田） 

 県は熱水を使ったパイプリー発電の開発の可 

能性を探ろうと、８月、県内の源泉約500か所 

で温度や湯里、泉質などの調査を始める。パイ 

プリー発電は、地中深くを掘削する地熱発電に 

比べて発電量は少ないが、環境負荷が少なく、 

低コストで事業化できる。県は地元温泉事業者 

などで発電事業体を作り「電気の地産地消を進 

めたい」としている。 
  

●うどん発電、開始ヘ 
（2013.7.31四国新聞） 

 産業楷械メーカーのちよだ製作所（香川県高 

松市）は、廃棄うどんなどから電気を作る「う 

どん発電事業」を始める。廃棄麺を発酵させて 

作ったメタンガスを燃料に発電機を稼働させ、 

9月にも四国電力への売電を開始する。年間発 

電里は一般家庭約50世帯分に相当する18万キ 

ロワット時を見込む。発電ブラントの販売も検 

討しており、年内の受注開始を目指す。 
  

●中部電力がダイアモンドパワーを翼収 
（2013.8.7毎日新聞） 

 中部電力は６日、三菱商事子会社の電力小売 

事業者「ダイヤモンドパワー」（東京）を買収 

する万針を固めた。浜岡原発の再稼働にめどが 

立たず、厳しい経営が続く中、東京電力管内で 

の電力販売の足がかりとして、収益基盤を強化 

する狙いとみられる。ダイヤモンドパワーは、 

三菱商事が2000年3月、特定規模電気事業者

として国内で初めて設立した。 
  

●市民協働発電35施設に拡大 
（2013.8.11京都新聞） 

 市民出潟で太陽光発電を設置し、収益を還元 

する京都市の市民協働発電制度で市は本年度、

パネル設置蕩所の市有施設を35施設程度に増や

す。仮に全施設で発電すると、一般家庭約500

世帯分の年間消費電力量を発電できる。市は一

般社団法人に各施設を賞し出し、市民らから約

1600万円の出資を集めた。配当は現金か地域

の特産品などが予定されている。 
  

●福島第一原発の廃炉計扁を認可 
（2013.8.14日経新聞） 

 原子力規制委員会は14日、東京電力福島第 

１原子力発電所の廃炉実施計画を認可した。地 

下水の流入抑制や、汚染水漏れなどの対策につ 

いて、計画通りに実施されるかどうか引き続き 

確認が必要と指摘したうえで、現状では原子力 

災害防止や核防護上の観点から実施計画は妥当 

と判断した。認可後は、東電が計画に従わなけ 

れば法的に是正を命令できるようになる。 
  

●自民小委員会､新設見送りを求める 
（2013.8.16毎日新聞） 

 原発政策を巡り、自民党資源･エネルギー戦 

略調査会の福島原発事故究明に関する小委員会 

が、使用済み核燃料の最終処分法が確立するま 

で原発の新規建設を見送ることや、原発の選別 

を求める提言書をまとめた。月内に安倍晋三首 

相に提出する万針。提言書は汚染水の海への流 

出など後手に回る東電の事故対応への懸念から 

まとめられたもの。 

●原発活用を明記ヘ 
（2013.8.28読売新聞） 

 政府の電力政策の指針となる新たな「エネル 

ギー基本計画」を議論する総合資源エネルギー 

調査会（経済産業相の諮問機関）は、年内にま 

とめる新たな基本計画に、原子力発電を重要な 

電源として今後も活用することを明記する方針 

を固めた。茂木経産相は基本計画における原発 

などの位置付けについて「安定供給とコスト低 

減に重点を置く」としていた。 
  

●1年2ヶ月ぷりに全原発が停止ヘ 
（2013.9.15東京新聞） 

 関西電力は15日、国内で唯一稼働中の大飯 

原発４号機の発電を止めて定期検査に入り、約 

１年２ヵ月ぶりに国内の商業用原発50基が全 

て停止した。原子力規制委員会は、今年7月に 

施行された原発の新規制基準に基づき、６原発 

12基を安全審査中だが、最初の再稼働は年明 

け以降となる見通しで、今冬を原発ゼロのまま 

迎える公算が大きい。 
  

●原発汚染水､全体は制御 
（2013.9.17日経新聞） 

 茂木敏充経済産業相は17日、閣議後の記者会

見で東京電力福島第１原子力発電所の汚染水問

題について「貯水タンクでの汚染水漏洩は発生

しているが、放射性物質は発電所の港湾内0.3

平万キロメートルに限定されている。汚染水問

題は全体として制御されている」との認識を示

した。汚染水問題をめぐっては、政府と東電で

認識の食い違いが生じていた。 
  

●経産省､電カシステム改革案を提示 
（2013.9.19時事通信） 

 経済産業省は19日、2016年をめどに実施す

る電力の小売全面自由化に当たっての制度改革

案を総合資源エネルギー調査会の作業部会に示

した。事業者を「発電」「送配電」「小売」に分

類。公共性の高い送配電は許可制として参入条

件を厳格化する一万、発電は届出制、小売は登

録制として企業の参入を促す。小売事業者に苦

情対応などを義務付ける規定も盛り込んだ。 
  

●反原発団体に大量メール 
（2013.9.20朝日新聞） 

 反原発や脱原発を訴える団体に18日以降、 

相次いで大里のメールが届いていることがかっ

た。メールが数干から約１万通に及ぶ団体もあ

り、各団体はサイバー攻繋の可能性もあるとみ

て、披害把握を進めている。被害があったのは

原子力資料情報室、高木仁三郎市民科学基金、

福島原発告訴団、ストッブ！上関原発！、さよ

なら島根原発ネットワークなど。 
  

●公明、原発輪出承靉崔める 
（2013.9.26東京新聞） 

 公明党の山□那津男代表は25日、政府がトル

コとアラブ首長国連邦との間で進めている原発

輸出を可能とする原子力協定について「国会の

承認手続きを進めたい」と述べた。公明党は7

月の参院選で、原発について「新規槌工を認め

す、速やかに原発に依存しない社会、原発ゼロ

を目指す」との公約を掲げていたが、原発輸出

に関する記述はなかった。 
  

●温暖化の原因は人の確率95％ 
（2013.9.27読売新聞） 

 国連の「気候変動に関する政府間パネル

（IPCC）」第1作業部会は27日、石油や石炭を

使う人間の活動が温睡化を引き起こしている可

能性が「極めて高い（確率で95％以上）」とす

る報告岩をまとめた。報告書は世界の温暖化対

策を検討する基礎になるもので、最大限の対策

をとるシプリオでは今世紀未の温度上昇が 

0.3～1.7℃に抑えられるとした。 

環境・エネルギー 
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９
月
21
日
・
22
日
の
両
日
、
京
都
市
に
あ

る
龍
谷
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「市
民
・地
域
共

同
発
電
所
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
３
」
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
６
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
今

回
は
、
東
京
電
力
・福
島
第
一
原
発
事
故
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
固
定
買
取
制

度
の
始
ま
り
を
受
け
、
市
民
や
地
域
ぐ
る
み
で

共
同
発
電
に
取
り
組
む
事
例
が
各
地
で
起
き

つ
つ
あ
る
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

●
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
は
６
年
ぶ
り 

 

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
そ
も
そ
も
１
９
９
０
年

代
か
ら
西
日
本
を
中
心
に
盛
ん
に
な
っ
た
「市

民
共
同
発
電
所
」
づ
く
り
を
受
け
、
２
０
０
２

年
に
第
１
回
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
共

同
発
電
所
と
は
、
電
力
会
社
に
よ
る
余
剰
電

力
の
買
取
が
始
ま
る
中
で
、
原
発
に
対
す
る
代

替
手
段
を
示
す
た
め
に
、
市
民
が
共
同
で
出

資
や
寄
付
を
募
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

１
９
９
４
年
に
宮
崎
県
串
間
市
で
建
設
さ
れ
た

「
ひ
む
か
１
号
」
が
最
も
古
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
発
電
所
は
、
当
時
九
州
電
力
に
よ
る

串
間
原
発
建
設
計
画
に
対
す
る
反
対
運
動
を

背
景
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

以
後
、
関
西
を
中
心
に
各
地
で
市
民
共
同

発
電
所
の
建
設
が
進
み
ま
し
た
が
、
余
剰
電

力
の
買
取
価
格
が
家
庭
の
電
気
料
金
と
同
額

か
、
そ
れ
以
下
で
し
か
な
く
、
補
助
金
制
度
が

打
ち
切
ら
れ
た
こ
と
で
建
設
件
数
も
減
り
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
２
０
０
７
年
を
最
後
に
開
催
さ

れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
発
事

故
に
よ
っ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の
関
心
が

高
ま
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
固
定

買
取
制
度
の
始
ま
り
で
建
設
資
金
回
収
の
短

期
化
、
さ
ら
に
投
資
対
象
と
な
り
う
る
こ
と

か
ら
、
脱
原
発
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
地
域
経

済
活
性
化
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
手
段
と
し

て
、
共
同
発
電
所
の
建
設
が
各
地
で
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
各
地
の
事
例
を
持
ち
寄
り
、

共
同
発
電
所
づ
く
り
の
可
能
性
や
課
題
に
つ

い
て
情
報
交
換
や
討
論
を
行
う
中
、
今
後
何

を
す
べ
き
か
考
え
る
た
め
、
６
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
わ
け
で
す
。 

 

●
原
発
を
動
か
し
て
は
な
ら
な
い 

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
初
日
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

会
委
員
長
で
も
あ
る
和
田
武
さ
ん
＝
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
市
民
の
会
代
表
、
元
立
命
館
大
学

教
授
に
よ
る
基
調
講
演
と
２
つ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
和
田
さ
ん
の

発
言
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

「
原
発
は
１
日
稼
働
す
る
と
原
爆
３
発
分
の
放

射
性
物
質
が
生
ま
れ
、
低
線
量
被
ば
く
で
も

健
康
被
害
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
を
負
う
。
危

険
な
原
発
を
地
震
国
日
本
に
お
い
て
動
か
し

て
は
な
ら
な
い
。
日
本
が
原
発
に
依
存
し
て
い

る
間
に
、
世
界
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
が
進
み
、
05
～
12
年
の
７
年
間
に
原
発

は
減
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。 

 

ド
イ
ツ
・
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
飛
躍
的
に
増
や
し
た
が
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
に
向
け
て
積
極
的
な
普
及
政
策

が
と
ら
れ
、
市
民
・
地
域
主
体
の
普
及
方
法
を

と
り
、
社
会
的
好
影
響
を
生
み
出
す
こ
と
で

導
入
が
支
持
さ
れ
て
き
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
市

民
は
１
９
７
０
年
代
に
自
分
た
ち
で
風
力
発
電

を
建
設
し
、
買
取
補
償
を
政
府
に
求
め
敵
策

を
実
現
さ
せ
て
き
た
。
発
電
設
備
の
住
民
所

有
を
保
障
し
た
法
律
が
あ
り
、
住
民
が
参
画

で
き
、
売
電
収
入
が
地
域
に
入
っ
て
い
く
た
め

反
対
運
動
が
起
き
る
こ
と
も
な
い
。
ド
イ
ツ
も

１
９
９
１
年
の
電
力
買
取
法
制
定
で
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
進
み
、
地
域
に
収
入
と

雇
用
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
１
０
０
％
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
自
治
体

は
全
土
の
半
分
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
30
％

に
達
し
、
電
力
輸
出
国
に
転
じ
て
い
る
。 

 
 

日
本
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
豊

富
で
あ
り
、
地
域
に
力
も
あ
り
、
技
術
や
産
業

力
も
あ
る
。
導
入
ポ
テ
ン
シ
ヤ
ル
は
５
兆
１
千

億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
と
現
行
電
力
消
費
量
の
５
倍

に
も
な
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

は
、
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
に
よ
っ
て
目
標
を
抑
制
さ
れ
た

が
、
日
本
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
普
及
は
住

宅
主
体
で
市
民
が
支
え
て
き
た
。
そ
し
て
、
買

取
制
度
が
無
い
中
で
市
民
共
同
発
電
所
運
動

が
続
い
て
き
た
。
昨
年
、
全
量
買
取
制
度
が
で 

 
市
民･

地
域
共
同
発
電
所
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
３  

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
市
民
と
地
域
に
取
り
戻
そ
う
！  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
務
局
長･

山
﨑
求
博
＋
代
表･

奈
良
由
貴 

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
２
７
０
名
が
参
加
！ 
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き
、
損
を
し
な
い
で
発
電
で
き
る
状
況
が
生
ま

れ
た
が
、
大
部
分
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
で
あ
る
。

し
か
し
、
全
量
買
取
の
財
源
は
国
民
負
担
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
国
民
社
会
に
利
益
が
還
元
さ

れ
る
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
市
民
力
・

地
域
力
を
高
め
、
政
策
を
変
え
よ
う
。
私
た
ち

が
代
わ
る
こ
と
が
第
一
歩
に
あ
る
。
未
来
の
こ

と
を
考
え
今
行
動
し
日
本
を
変
え
よ
う
」 

 

●
経
済
効
果
は
２
４
４
・５
兆
円 

 
 

パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
１
で
は
「
脱
原
発
、

温
暖
化
防
止
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」と
題
し
て

４
名
の
パ
ネ
ラ
ー
が
発
言
し
ま
し
た
。 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
浅
岡
美

恵
代
表
は
、
温
暖
化
問
題
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

で
あ
り
、
温
暖
化
の
影
響
は
竜
巻
や
水
害
と
い

う
形
で
始
ま
っ
て
い
る
が
、
電
力
会
社
や
政
府

は
天
然
ガ
ス
の
２
倍
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
す
る
石
炭

火
力
を
増
や
す
方
向
に
あ
る
と
し
ま
し
た
。 

 
 

福
島
県
内
の
農
家
で
組
織
さ
れ
る
福
島
農

民
連
の
佐
々
木
健
洋
さ
ん
は
、
喜
多
方
・二
本

松
・
郡
山
で
太
陽
光
発
電
に
よ
る
ミ
ド
ル
ク
ラ

ス
の
共
同
発
電
所
を
建
設
す
る
計
画
を
進
め

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
な
が
ら
、
「
二
本
松
市

で
は
農
業
粗
生
産
額
92
億
円
に
対
し
て
60

億
円
が
電
気
代
・
燃
料
代
と
し
て
流
出
し
て
い

る
。
地
域
の
中
で
お
金
が
回
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。 

 
 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
の
た
め
、
個
人

向
け
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
「え
ね
・
ぱ
そ
」
の
販

売
な
ど
を
手
が
け
る
エ
ナ
ジ
ー
グ
リ
ー
ン
の
竹

村
英
明
さ
ん
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
投
資
す
れ
ぱ
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
よ

り
も
多
い
２
４
４
・５
兆
円
の
経
済
効
果
を
生

ま
れ
る
と
し
た
う
え
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
阻
害
し
て
い
る
の
は
、
「イ
ン
バ

ラ
ン
ス
制
度
」
に
代
表
さ
れ
る
日
本
の
電
カ
シ
ス

テ
ム
で
あ
り
、
政
府
に
対
し
て
需
要
側
か
ら
も

声
を
あ
げ
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 
 

和
田
武
さ
ん
は
、
全
量
買
取
制
度
に
基
づ

く
認
定
設
備
を
分
析
し
、
件
数
で
０
・６
％
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
容
量
の
58
％
を
占
め
る
も

の
の
、
導
入
量
は
３
・
４
％
に
過
ぎ
な
い
と
し
、

そ
の
背
景
に
は
、
建
設
期
限
が
な
い
た
め
に
太

陽
光
発
電
が
安
く
な
る
ま
で
「寝
か
せ
て
い
る
」

事
案
も
あ
る
と
制
度
上
の
不
備
を
批
判
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
着
実
な
導
入
の
た
め
に
は
、
儲

け
主
義
に
よ
ら
な
い
市
民
・地
域
主
導
が
必
要

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
に
入

り
太
陽
光
発
電
の
買
取
価
格
が
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
算
定
根
拠
の
中
に
建
設
コ

ス
ト
が
割
高
な
小
規
模
な
施
設
や
既
築
へ
の
建

設
コ
ス
ト
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
規
模
別
の
価

格
設
定
に
す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。 

 
 

質
疑
応
答
で
は
、
ド
イ
ツ
電
力
料
金
の
上
昇

に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
、
和
田
さ
ん
か
ら
は

電
力
自
由
化
後
に
価
格
が
下
が
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
上
昇
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
実
際

の
上
昇
分
の
う
ち
買
取
制
度
に
よ
る
も
の
は
全

体
の
３
分
の
１
に
す
ぎ
な
い
と
答
え
ま
し
た
。 

 

●
市
民
・地
域
発
電
い
ろ
い
ろ 

 
 

続
く
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
２
で
は
「
ひ
ろ
が
る
市

民
・
地
域
共
同
発
電
」
と
題
し
て
、
４
名
の
方
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

地
域
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
条
例
を
制
定
し
た

滋
賀
県
湖
南
市
の
谷
畑
英
吾
市
長
は
、
経
済

の
地
域
循
環
を
進
め
る
た
め
に
、
一
般
社
団

法
人
が
信
託
会
社
を
通
じ
て
集
め
た
出
資
金

で
市
民
共
同
発
電
所
を
建
設
し
、
収
益
を
地

域
商
品
券
で
還
元
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
域
の

資
源
で
あ
る
市
民
共
同
発
電
か
ら
得
ら
れ
た

富
を
地
域
の
外
に
持
ち
出
さ
れ
な
い
方
策
を

検
討
す
る
中
で
、
条
例
で
規
制
し
よ
う
と
言

う
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
結
局
条
例
は
、

規
制
は
盛
り
込
ま
れ
ま
い
理
念
条
例
と
な
り

ま
し
た
。 

 
 

地
域
貢
献
型
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

を
進
め
る
龍
谷
大
学
の
深
尾
昌
峰
教
授
は
、

事
業
主
体
と
し
て
、
利
潤
を
株
主
に
配
当
し

な
い
こ
と
を
定
款
に
明
記
し
た
「
非
営
利
型
株

式
会
社
」の
形
態
を
と
り
、
売
電
収
益
を
自
治

体
が
カ
バ
ー
で
き
な
い
社
会
課
題
の
解
決
に
取

り
組
む
市
民
公
益
活
動
の
支
援
基
金
と
す
る

と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

豊
岡
和
美
さ
ん
が
事
務
局
を
務
め
る
「一

般
社
団
法
人
徳
島
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
協

議
会
」
は
、
環
境
省
の
委
託
事
業
を
受
け
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
に
徹
し
て
い
ま
す
。
私
募

債
に
よ
る
地
域
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
、
自
治
体

と
の
連
携
に
よ
る
寄
付
型
ソ
ー
ラ
ー
事
業
、
旧

木
頭
村
で
の
小
水
力
発
電
な
ど
、
自
治
体
や

商
工
会
な
ど
の
事
業
主
体
に
対
し
て
企
圃
や

実
施
を
支
援
し
な
が
ら
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
請

け
負
っ
て
い
ま
す
。 

  

気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
員
の
豊
田
陽
介

さ
ん
は
、
フ
オ
ー
ラ
ム
の
開
催
に
当
た
っ
て
実

施
さ
れ
た
共
同
発
電
所
の
全
国
調
査
結
果
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。 

 
 

そ
れ
に
よ
る
と
、
全
国
１
２
０
以
上
の
組
織

が
４
５
８
基
以
上
を
建
設
し
、
そ
の
発
電
出
力

は
計
５
・
16
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
に
達
し
ま
す
。

出
力
ベ
ー
ス
で
は
風
力
が
80
％
、
件
数
で
は
太

陽
光
発
電
が
90
％
を
占
め
、
資
金
調
達
手
法

を
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
寄
付
や
補
助
金
、
共

同
所
有
中
心
か
ら
、
疑
似
私
募
債
、
匿
名
組

合
出
資
、
投
資
信
託
、
組
合
出
資
と
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
組
織
形
態
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

多
い
も
の
の
、
規
模
が
大
き
く
な
る
と
合
同
会

社
や
一
般
社
団
法
人
を
組
織
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 
 

事
業
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
合
意
形
成
を
重

視
し
な
が
ら
も
、
費
用
の
内
訳
と
い
っ
た
情
報

公
開
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
買
取
価
格
制
度
の

変
更
を
懸
念
し
て
い
て
、
課
題
は
設
置
場
所
探

し
と
資
金
調
達
と
資
金
管
理
で
し
た
。
そ
し

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子 
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今
年
初
め
、
え
ど
が
わ
エ
コ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
「
環
境
問
題
解
決
に
向
け
た
人
の
輸
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
き
っ
か
け
に
、
足
元

か
ら
温
暖
化
を
考
え
る
市
民
ネ
ッ
ト
え
ど
が

わ
、
川
崎
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
中

野
環
境
市
民
の
会
共
催
に
よ
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を

７
月
13
日
に
開
催
し
山
梨
県
北
杜
市
に
あ
る

３
か
所
の
太
陽
光
発
電
所
を
見
学
し
ま
し
た
。 

 

●
北
杜
市
サ
イ
ト
を
見
学 

 
 

北
杜
サ
イ
ト
太
陽
光
発
電
所
は
、
06
～
10

年
に
北
杜
市
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
が

政
府
の
外
郭
団
体
「新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
＝
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
」
の
委
託
を
受

け
て
設
置
し
た
２
メ
ガ
ワ
ッ
ト
級
の
太
陽
光
発

電
所
で
、
現
在
は
北
杜
市
に
移
管
さ
れ
市
営

発
電
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
性
能
を
比
較
検
証
す
る

た
め
国
内
外
９
か
国
27
種
類
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
太
陽
光
パ
ネ

ル
が
も
っ
と
も
性
能
を
発
揮
す
る
入
射
角
を

検
肘
す
る
た
め
に
、
太
陽
光
の
地
面
に
対
す
る

傾
斜
角
度
を
15
度
、
30
度
、
45
度
と
違
え

て
発
電
量
の
比
較
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

●
市
民
ソ
ー
ラ
ー
の
し
く
み 

 
 

今
回
の
見
学
ツ
ア
ー
は
、
株
式
会
社
市
民
ソ

土
フ
ー
の
澤
光
春
さ
ん
が
前
出
の
「人
の
輸
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
し
た
こ
と
か
ら
実
現

し
ま
し
た
。 

 
 

市
民
ソ
ー
ラ
ー
の
し
く
み
は
、
市
民
に
１
枚

６
万
円
で
買
っ
て
も
ら
っ
た
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
を
会
社
が
預
か
る
形
で
発
電
し
、
売
電
益
か

ら
賃
料
な
ど
の
形
で
配
当
を
出
す
し
く
み
で

す
。
現
在
は
林
地
を
切
り
開
い
た
借
地
に
40

キ
ロ
ワ
ッ
ト
×
２
基
の
中
規
模
発
電
所
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
よ
く
見
る
と
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
１

枚
１
枚
に
オ
ー
ナ
ー
の
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
民
ソ
ー
ラ
ー
で
発
電
さ
れ
た
電
気
は
、

高
圧
線
に
は
接
続
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
北
杜

市
内
で
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
い
う
の

も
、
東
京
電
力
と
の
接
続
や
変
圧
器
の
設
置

費
用
は
市
民
ソ
ー
ラ
ー
が
負
担
し
な
け
れ
ぱ

な
ら
ず
、
高
圧
線
と
接
続
す
る
変
圧
器
に
は

多
額
の
費
用
が
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
で
す
。 

 

●
田
ん
ぽ
の
中
の
発
電
所 

 
 

山
梨
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
株
式
会
社
は
、

い
く
つ
か
発
電
所
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
日

は
谷
戸
太
陽
光
発
電
所
34
・
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を

見
学
し
ま
し
た
。
谷
戸
発
電
所
の
特
徴
は
、
田

ん
ぽ
の
土
手
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
い

る
こ
と
で
す
。 

  

田
ん
ぽ
は
購
入
し
た
土
地
で
す
が
、
稲
作
も

し
っ
か
り
と
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の

農
業
委
員
会
も
土
手
の
目
的
外
使
用
に
つ
い

て
深
く
は
追
求
し
て
こ
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

一
応
目
的
外
使
用
の
指
摘
は
受
け
て
い
る
よ

う
で
す
。 

 
 

山
梨
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
は
、
こ
の
事
業

に
よ
り
北
杜
市
内
に
３
名
の
雇
用
を
生
み
出

し
て
い
て
、
中
に
は
原
発
事
故
後
に
子
ど
も
の

健
康
の
た
め
に
北
関
東
か
ら
避
難
し
て
き
た

女
性
も
働
い
て
い
ま
す
。 

   

ツ
ア
ー
の
帰
り
に
は
、
市
民
ソ
ー
ラ
ー
が
契

約
し
て
い
る
農
場
で
ブ
ル
ー
ペ
リ
ー
を
摘
ん
で
、

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
も
大
満
足
で
し
た
。 

 
 

な
お
、
足
温
ネ
ッ
ト
で
は
市
民
ソ
ー
ラ
ー
と

「
斡
旋
契
約
」を
結
び
ま
し
た
。
足
温
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
市
民
ソ
ー
ラ
ー
の
パ
ネ
ル
を
購
入
し
て

い
た
だ
く
と
、
売
上
の
一
部
が
足
温
ネ
ッ
ト
に

寄
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

北
杜
市
ソ
ー
ラ
ー
発
電
ツ
ア
ー
参
加
記  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

運
営
委
員
・
山
田
が
く  

▲市民ソーラーの潭光春さん▼オーナー式発電所｢北杜1･2号｣ 

あなたもソーラー発電オーナーに！ 
～株式会社市民ソーラーのオーナー制度～ 

 

 ●設置場所：山梨県北杜市明野町 
 ●運用事例：太賜光発電パネル１枚70,000円 
       売電益からの賃料･下取り収入で、10年間に  
       15,000円程度の利益が見込めます 
 ●募集期間：北杜4号機分の発売は11月からの予定 
  

＜お間い合わせ＞市民ソーラー事務局（株式会社和寅） 
TEL:03･3546･8655 平日10:00～18:00 

※お問い合わせの際は，足温ネットから聞いたとお申し出ください 
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●
９
月
ま
で
の
発
電
実
績 

 
 

「
え
ど
・
そ
ら
」
の
９
月
ま
で
の
実
績
が
出
ま

し
た
。（
下
表
参
照
） 

 
 

１
号
機
に
つ
い
て
は
、
８
月
の
実
績
が
予
測

を
倣
か
に
下
回
っ
た
も
の
の
、
そ
の
差
は
１
日

当
た
り
約
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
で
し
か
な
く
、
ほ
ぽ

予
測
通
り
と
言
え
ま
す
。 

  

２
号
機
に
つ
い
て
は
、
８
月
、
９
月
共
に
予
測

を
大
幅
に
上
回
り
、
特
に
９
月
は
８
月
と
遜
色

な
い
値
で
し
た
。
こ
れ
は
今
年
の
夏
が
９
月
ま

で
続
い
た
こ
と
に
依
る
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

ん
な
所
に
も
温
暖
化
の
影
響
が
表
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
こ
の
言
葉
は
生
ぬ
る
い
、

高
温
化
に
せ
よ
、
と
の
声
も
聞
こ
え
ま
す
が 

  

こ
こ
で
太
陽
電
池
と
温
度
と
の
関
係
に
触

れ
て
お
き
ま
す
。
最
も
一
般
的
な
結
晶
・
多
結

晶
シ
リ
コ
ン
系
太
陽
電
池
の
発
電
効
率
は
、
シ

リ
コ
ン
の
半
導
体
特
性
に
よ
り
、
温
度
上
昇

１
℃
当
た
り
約
０
・
４
～
０
・５
％
低
下
し
ま

す
。
昨
年
我
々
が
行
な
っ
た
、
パ
ネ
ル
ヘ
の
散
水

に
よ
る
発
電
効
率
ア
ッ
プ
試
験
の
結
果
で
も
、

20
℃
の
温
度
低
下
で
約
10
％
の
効
率
ア
ッ
プ

と
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。 

 

元
々
夏
の
太
陽
光
線
は
強
い
わ
け
で
す
か

ら
、
パ
ネ
ル
温
度
を
低
く
し
て
や
れ
ぱ
相
当
の

発
電
量
増
加
が
期
待
で
き
ま
す
。
来
年
は
是

非
、
具
体
的
な
パ
ネ
ル
冷
却
方
法
を
試
し
て
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

●
小
川
町
で
経
験
交
流
も 

 
 

９
月
８
日
に
は
、
埼
玉
県
・
小
川
町
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
現
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
お
が
わ
ま
ち

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ
ー
ム
」
が
、
市
民
共
同
発

電
所
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ
て
疑
似
私
募
債

に
よ
る
資
金
調
達
を
行
う
た
め
、
そ
の
手
法
や

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
教
え
て
欲
し
い
と
の
依
頼
が

あ
っ
た
た
め
で
す
。
建
設
さ
れ
る
発
電
所
は
太

陽
光
発
電
で
最
大
17
・
５
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
彼
ら
は
東
京
電
力
へ
の
全

量
売
電
を
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
生
協
が
設
立
し

た
電
力
事
業
体
へ
の
売
電
を
考
え
て
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
初
め
て
の
試
み
と
な
る
と
思
わ
れ
、

今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 
 

学
習
会
で
は
、
事
業
の
企
圃
か
ら
疑
似
私

募
債
を
集
め
る
に
当
た
っ
て
ど
ん
な
こ
と
に
気

を
つ
け
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
事
業
説
明

会
で
の
説
明
内
容
な
ど
色
々
な
質
問
が
出
さ

れ
、
こ
ち
ら
も
色
々
な
気
づ
き
の
場
と
な
り
ま

し
た
。 

 

●
台
湾
雑
誌
が
取
り
上
げ 

 
 

ま
た
、
台
湾
の
雑
誌
『
遠
見
』
の
取
材
を
受

け
、
９
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
電
力
を
特

集
テ
ー
マ
と
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
状
況
な
ど
と
並
ん
で
、

え
ど
・そ
ら
１
号
機
の
あ
る
寿
光
院
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ク
イ
ト
ル
は
「
14
年
前
、
市

民
の
寄
付
で
寺
が
太
陽
光
発
電
所
に
変
わ
っ

た
」
で
、
市
民
共
同
発
電
所
建
設
に
当
た
っ
て

の
苦
労
話
や
省
エ
ネ
家
電
に
よ
っ
て
節
電
し
て

い
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

取
材
は
、
昨
年
の
台
湾
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
取
材

と
そ
れ
を
契
機
と
し
た
野
党
・民
主
進
歩
党

代
表
団
の
受
け
入
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も

の
で
す
。 

 

●えどがわ市民発電プロジェクト● 

「えど･そら」だより 
 

 私たちが、エネルギーを市民の手に取り戻し
エネルギー自治を実現すべく昨年末から取り組
んでいる「えどがわ市民発電プロジェクト“え
ど･そら”」。その状況について支援いただいて
いる皆さまに現在の状況についてご報告させて
いただきます。 
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て
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
を
め
ざ
す
た
め

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
優
先
接
続
の

確
保
を
求
め
る
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
心

を
持
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
傾
向
に

対
す
る
今
後
の
課
題
と
し
て
、
規
模
に
応
じ
た

価
格
設
定
、
市
民
投
資
を
促
進
す
る
税
制
制

度
、
電
カ
シ
ス
テ
ム
改
革
の
推
進
が
必
要
と
し

つ
つ
、
事
業
主
体
の
側
も
情
報
公
開
に
よ
る
信

頼
性
の
向
上
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
も
必
要
だ
と

結
論
づ
け
ま
し
た
。 

 
 

質
疑
応
答
で
は
、
市
民
・
地
域
共
同
発
電
所

の
定
義
と
は
何
か
と
の
質
問
に
対
し
、
豊
田
さ

ん
が
、
①
市
民
が
意
志
決
定
に
参
加
し
て
い
る

か
、
②
市
民
に
よ
る
出
資
が
あ
る
か
、
③
利
潤

が
地
域
に
還
元
で
き
る
か
、
そ
れ
に
加
え
て

「
地
域
を
変
え
る
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
性
を
持
っ
て

い
る
か
」が
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
答
え
て

い
ま
し
た
。 

 

●
条
例
制
定
で
地
域
自
治
の
理
念 

 
 

２
日
目
に
は
分
科
会
に
分
か
れ
て
報
告
や

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
「
市
民
共

同
発
電
所
の
作
り
方
」「
市
民
・地
域
共
同
発

電
所
が
切
り
拓
く
投
資
の
未
来
」
「社
会
貢
献

型
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
た
め
の
地
域
の
仕

組
み
と
条
例
制
定
」「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
地

域
の
活
性
化
」
の
４
つ
で
す
。 

 
 

第
３
分
科
会
「社
会
貢
献
型
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の
た
め
の
地
域
の
仕
組
み
と
条
例

制
定
」で
は
、
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

条
例
を
作
っ
て
い
る
岐
阜
県
多
治
見
市
、
兵
庫

県
洲
本
市
、
愛
知
県
新
城
市
の
３
つ
の
自
治
体

か
ら
、
条
例
制
定
の
経
過
や
地
域
で
の
具
体

的
な
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
が 

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

多
治
見
市
は
日
本
で
一
番
暑
い
ま
ち
と
し

て
全
国
で
も
有
名
な
地
域
。
暑
さ
対
策
の
取

り
組
み
か
ら
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
と
、
市
全
体
で
環
境
政

策
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
12
年
に
は
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
と
と
も
に
、
東
日

本
大
震
災
後
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の
注

目
や
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
導
入
な
ど
を
踏
ま
え
、
「
多
治

見
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
促
進

す
る
条
例
」を
制
定
。 

 
 

洲
本
市
は
淡
路
島
の
中
央
に
位
置
し
、
土

地
利
用
が
田
畑
と
山
林
で
80
％
と
い
う
山
聞

部
の
多
い
起
伏
の
あ
る
地
域
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
、
太
陽
光
、
風
力
、
バ
イ

オ
マ
ス
な
ど
の
資
源
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
の
推
進
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
兵
車
県
と

淡
路
島
３
市
が
淡
路
島
を
持
続
す
る
環
境
の

島
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
あ
わ
じ
環
境
未
来

島
構
想
」
を
策
定
。
こ
れ
を
契
機
に
島
内
各
地

で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が

起
こ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
や
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
の
建
設
に
は
地
域
住
民

の
参
画
が
不
可
欠
と
い
う
観
点
か
ら
、
13
年

６
月
の
市
議
会
で
「
洲
本
市
地
域
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
推
進
条
例
」を
制
定
し
ま
し

た
。 

 
 

新
城
市
は
愛
知
県
東
部
、
東
三
河
の
中
央

に
位
置
し
、
84
％
が
山
間
部
で
東
三
河
一
帯

の
水
源
地
で
も
あ
り
ま
す
。
民
間
事
業
者
に

よ
る
ウ
ィ
ン
ド
フ
ア
ー
ム
事
業
に
よ
る
計
画
の

際
に
、
地
域
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
と
れ
ず
苦

慮
し
た
経
験
か
ら
、
市
の
基
本
的
な
考
え
方

を
明
確
に
す
る
た
め
に
「新
城
市
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
及
び
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
以
降
、
事
業
者
に
対
し
、

法
令
規
制
等
の
状
況
を
環
境
政
策
推
進
室
が

取
り
ま
と
め
る
代
わ
り
に
、
建
設
予
定
地
域
の

住
民
へ
の
説
明
責
任
を
約
束
さ
せ
る
な
ど
、
双

方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
な
運
用
を
し
て
い

ま
す
。 

 
 

い
ず
れ
も
、
罰
則
規
定
な
ど
は
な
く
理
念

条
例
で
は
あ
り
ま
す
が
、
行
政
と
市
民
と
事

業
者
が
連
携
し
て
こ
そ
、
持
続
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
が
生
か
さ
れ
る
と
い
う
理
念
、
何

よ
り
、
地
域
の
自
治
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
、
心
意
気
を
感
じ
ま
す
。 

 
 

湖
南
市
の
古
畑
市
長
も
条
例
制
定
途
中
に

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
事
業
者
が
、
地
域
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
無
視
し
た
形
で
建
設
を
進
め

て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
「
併
促
た
る
思
い
」を
コ
メ

ン
ト
し
て
い
ま
し
た
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ

ン
シ
ヤ
ル
が
高
い
自
然
豊
か
な
地
域
で
は
、
昨

年
７
月
に
始
ま
っ
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
事
態
が
各
地
で
生
じ
て
い
る
こ
と
は
想
像

に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
持
続
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
地
域
に
活
か
さ
れ
て
こ
そ
の
も
の
で
あ
り
、

買
取
価
格
の
補
償
に
よ
っ
て
お
金
が
事
業
者
に

入
る
と
し
て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
の
は
地

域
で
あ
り
、
そ
れ
を
守
る
の
も
地
域
で
あ
る
は

ず
で
す
。 

 

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
に
向
け
て 

 
 

私
た
ち
は
江
戸
川
区
と
い
う
地
域
で
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
に
よ
る
市
民
発
電
所
を
つ
く
り
、

運
営
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
域
自
給
が
持
続
可
能
な
未
来
の
あ
り
方
だ

と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
活
動
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
地
域
で
市
民
個
人
や
事
業
者
が
分
散

型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
出
す
る
こ
と
は
、
地
域

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
を
進
め
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
制
度
の
改
正
も
含

め
、
発
電
事
業
を
共
同
で
促
進
し
て
い
く
こ
と

も
社
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
に
は
不
可
欠
で

す
。
そ
れ
に
は
、
自
治
体
行
政
ば
か
り
で
な
く

市
民
の
「
自
治
力
」
が
大
き
な
要
素
で
あ
る
こ

と
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
体
か
ら
再
確
認
で
き
ま
し

た
。 

 
 

こ
の
つ
づ
き
は
江
戸
川
区
で
の
実
践
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

足
温
ネ
ッ
ト
も
分
科
会
で
事
例
報
告 


